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16.  Abstract 

 袖に再帰反射処理を施した保護衣、腕の動き、背景の複雑さ、及び体の向きが高齢
者ドライバーの歩行者を発見する距離に及ぼす影響を、夜間のありのままの野外環境におい
て調査した。試験参加者は実験車両を運転し、再帰反射材の塗り方が配置的に異なる三種類
の保護衣のうちの一つを着用した歩行者を探しながら、指定された38kmの順路で実際の公
道を走行した。試験参加者は、走行順路のどこに歩行者がいるか、また何人の歩行者が配置
されているかを事前に知らされていない。実験中は運転中に遭遇する全ての事象(対向車、割
り込み車、そして視覚的に競合する交通信号灯、照明、標識、歩行者、自転車等)が、夜間普
通に一般道を運転していて予期なく起こるという条件、つまり、試験参加者に対し生態環境
的に妥当なレベルの作業負荷を与えた状態となっている。 

 両腕の動きと背景の複雑さが、夜間の歩行者を発見する距離に対し有意な影響を与
えるという結果が得られた。腕を動かしている歩行者は静止して立っている歩行者よりも、
平均32％遠くから発見されている。背景が複雑ではない歩行者の平均発見距離は、背景が中
くらいの複雑さの場合より30%遠かった。しかしながら、袖への再帰反射材配置の違いと交
通の流れに対する歩行者の向きの違いによる主効果は見られなかった。腕の動きと歩行者の
向き、及び複雑な背景と腕の動きに関しては交互作用があった。 

 全体として、この調査の結果は夜間交通量のある道路付近で歩行者が再帰反射材を
塗布された保護衣を着用することに、メリットがあることを支持している。しかし、今後は
日中条件と夜間の複雑な背景条件のもと、歩行者の誘目性に対して再帰反射材のマーキング
と保護衣の生地との組み合わせ方が果たす役割を、より理解するための研究が必要とされ
る。 
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